
若手社員の
早期離職を
防止するために
できること

離職理由別の

対策方法を公開!
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若手の離職率
平成30年入社者の学歴別就職後３年以内離職率（%）

厚生労働省の調査によると（※1）就職後3年以内の離職率は、

大学卒業者が「31.2％」、短期大学卒業者が「41.4％」

高校卒業者が「36.9％」中学卒業者が「55.0％」という

結果となりました。（平成30年3月卒業者）

また株式会社ビズヒッツの調査によると（※2）

新規大卒就業者の1年以内の離職率は11.7％。

10人に1人が入社後1年以内で離職していることになります。

新卒者・中途採用者を問わず

退職者が出てしまった際の損失コストは、

一般的に【300～1000万円】と言われています。

有休休暇＋引継ぎ工数＋新規採用費＋教育費用などを含め、

育成費も考えると

それ以上の損失コストがかかっていることになります。

ではどのような理由で離職する方が多いのでしょうか。

大学

卒業者

短期大学

卒業者

高校

卒業者

中学

卒業者

1年目

で離職

2年目

で離職

3年目

で離職

36.5

16.9

17.9

11.6 11.3 8.3

13 10.6

11.9 8.1

12.5 6.8

※https://www.mhlw.go.jp/content/11650000/000845627.pdf
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離職理由ランキング

ランキング1位の「賃金への不満」の多くは

労働量や成果に対して正当な評価を

与えられていないと感じることにより、

仕事へのモチベーション低下を

起こしてしまうことが多くあげられます。

またランキング3位の「人間関係」については、

新卒者に限らず、常に退職理由の上位にくる

項目です。ハラスメントやいじめなどの理由で

辞めた方が圧倒的な数字となりました。

防ぐことができなかった原因としては、

従業員の状態が

明確になっていないことが考えられます。

企業が若手の離職を防止するためには

どのような対策を行うことができるでしょうか。

同僚の離職原因ランキング（ラフールサーベイ調べ）

賃金が不満

自身のキャリアアップのため

職場の人間関係がつらい

会社の経営理念・社風が合わない

仕事がおもしろくない

肉体的・精神的に健康を損ねたため

労働時間が長い

会社に将来性がない

結婚・出産・育児・介護のため

職場のいじめ、

セクハラ・パワハラのため

配偶者の転勤など家族の事情

会社都合のため

（事業所の閉鎖、人員整理、解雇など）

勤務地が遠い・通勤が不便
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若手に限らず全体でも第一位となった「賃金に対する不満」ですが、

今もらっている賃金に対し自身の仕事内容、業務レベル、

仕事にかける時間に納得感を持つことができなかったり、

会社との関係をうまく築けていない場合に多くみられます。

離職理由ランキング

位1 賃金が不満

評価制度の認知状態の可視化をし、

賃金形態を従業員が理解している

かを確認します。現在与えている

ミッションに対する賃金の妥当性、

会社が本来求めている成果を伝え

ることが重要です。

また、本人がやりがいを見出せる

と賃金に対する不満度が減少する

傾向にあるため、従業員がどのよ

うなことキャリアを求めているか

確認したり、関係性を築きつつ目

指す場所を指し示すことが重要で

す。

対 策

※こちらはデモデータです
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位2

離職理由ランキング

位2 自身のキャリアアップ

入社一年目社員の離職理由ランキングでは

一位のキャリアに対する課題。

自身のロールモデルになる人がいなかったり、

やりたいことと今のミッションが紐づいていない場合に

転職を検討する人が増えることになります。

サーベイの項目では、

「会社の将来性に対する評価」や

「個人のコンディンションスコア」が

低下していることが多くみられます。

従業員の人生において会社はどの

ような存在なのか、従業員ととも

にビジョンをもつことが重要。適

切な上司や人事からのかかわりで

キャリアの可視化と自律性を促す

ことがポイントです。

外部の情報によって転職すること

も多いが、その場合は個人のサー

ベイスコアに傾向が出てくること

が多いので、些細な変化に気づき、

各管理職でマネジメントを適切に

行うことが有効となります。

対 策



全世代で、常に上位にあがる要因となっています。

価値観もバックグラウンドも

違う多くの方が集う

職場という場所では、

必ずしも起こり得る

課題になります。
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離職理由ランキング

位3 職場の人間関係がつらい

まずはどの人との関係性に問題があるのかを可視化し

ましょう。それは上司なのか、同僚なのか、顧客なの

か、プライベートにかかわる誰かなのか。また、その

問題の程度を知るために、ハラスメントリスクの数値

もモニタリングしましょう。多くの人が社内にハラス

メントがあると感じている場合には人間関係だけの問

題ではなくなりますので、早急な対処が必要です。

管理職には定期的に自部署の結果をフィードバックし、

自身がどのように思われているかを認知できるように

しましょう。

上司との関係性が著しく悪い場合は社内での解決が難

しいため産業カウンセラーなど外部のカウンセリング

に依頼することも有効です。

海外では一般的なやり方ですが、ハラスメントの場合

には、被害を感じている人だけでなく、加害者の可能

性がある人にもカウンセリングをするのも効果的で

しょう。

対 策
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企業理念や社風が要因としてあがっている場合、

入社面接時で聞いていた条件と実際の職場での違いがあったり、

企業理念への理解度が影響していることが多くみられます。

また経営や人事から伝えているメッセージが

正しく受け止められているのかを確認する必要もあります。

離職理由ランキング

位4 会社の経営理念・社風が合わない

現場と経営層とのギャップを埋め

るため、改めて理念について説明

会を行うことが必要ですが、まず

は管理職の理解度を上げることが

効果的なので、管理職向けに理念

浸透研修などを行うと良いでしょ

う。その上で全社にメッセージと

して伝え、その後サーベイで浸透

度合いを定期的にモニタリングす

ることは有効です。

また、採用条件を見直したりする

ことも重要となります。環境が変

われば理念やビジョン、社風も変

わります。今活躍している社員の

「価値観」はどのような人が多い

のかを確認し、採用に生かしま

しょう。

対 策

※こちらはデモデータです
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メンタルやフィジカルのスコアが落ちている場合、

自分自身でセルフケアができる人は非常に少ないことが

分かっています。

エンゲージメントがいかに高いスコアであっても

メンタルやフィジカルのスコアが低いと

エンゲージメント引き下げの原因になります。

また、急な休職リスクもあるため、

企業としてもメンタルやフィジカルの

スコアに注視する必要があります。

数値低下がプライベート要因なの

か職場要因なのかを確認し、要因

に合わせた対策を行うことが重要。

プライベート要因でスコア低下を

起こしていることも多いため、マ

イページ機能を活用することで、

自身でストレス状態に気づいたり、

ケアを行うセルフケアを促しつつ、

ショートサーベイで企業側からも

サポートを行っていくことで改善

に有効となります。社内で動画を

使ったケアをする機会を作ったり、

ゲーム性を持たせて、歩数や運動

量をグループごとに競ったりする

イベントをすることも、セルフケ

ア意識を高めることにつながりま

す。

対 策
離職理由ランキング

位5 肉体的精神的に体調を崩した

※こちらはデモデータです
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組織状態の分析 目的に合わせた2種類のサーベイ 従業員自身の行動変容を促す

ショートサーベイ ディープサーベイ

直感的なグラフで確認が可能なため、分析結果か

らひと目で課題を特定しやすくなっています。

「心と体」や「人間関係」「組織の理解」など課

題把握を必要とする項目ごとに結果を見ることが

できます。

そのときどきによって変化の多い項

目だけを19問抽出し、簡単に受ける

ことのできるサーベイです。月に1

回程度回答することでリアルタイム

に心の変化を見ることができます。

自身の回答結果を自分のためだけの分析

結果とし見ることができます。回答結果

に合わせたアドバイスコメントや、個人

向け対策サービスも充実しています。

ラフールサーベイは人事施策の効果を定量化し、

組織の課題を解決するサーベイツールです。

組織の 状態把握 → 課題特定 → 改善立案 →対策

までワンストップで提供し、人事施策の

効果を定量化、組織の改善、業績向上へ導きます。

社員のメンタルケア・組織状況把握

のために必要とされる項目をすべて

網羅した144問のサーベイです。個

人・組織の課題を明確に可視化する

ことができます。

状態把握 要因特定

ラフールサーベイとは？

18万人以上のメンタルヘルスデータ×サーベイ回答

アドバイス
コメント

セルフケア
コンテンツ

経営・人事 従業員

課題解決
ヒント

対策
サービス
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ラフールへのお問合せ

support@lafool.co.jpMA I L

W E B https://survey.lafool.jp/


